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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
筒 状 の 外 殻 管 の

分 割 回 収 が で き る 推 進 掘 削 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】

請 求 項 １ 記 載 の 分 割 回 収 が で き る 推 進 掘 削 装
置 。
【 請 求 項 ３ 】

分 割 回 収 が で き る 推 進 掘 削 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
筒 状 の 外 殻 管 が 軸 方 向 に 複 数 の 外 殻 部 材 を 脱 着 自 在 に 連 結 し た 構 造 に し て 外 殻 管 を 再 利 用
可 能 な 状 態 で 分 割 し 回 収 で き る よ う に し た 請 求 項 １ ～ ３ い ず れ か に 記 載 の 分 割 回 収 が で き
る 推 進 掘 削 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
外 殻 部 材 が 、 所 定 の 曲 率 で 湾 曲 し た 板 状 部 材 の 端 部 に 掘 削 機 本 体 内 部 に 向 っ て 突 出 し た フ
ラ ン ジ を 有 す る 構 造 に し 、 複 数 の 外 殻 部 材 を フ ラ ン ジ 面 を 合 わ せ て ボ ル ト の 締 結 で 脱 着 自
在 に 連 結 す る よ う に し た 請 求 項 １ ～ ４ い ず れ か に 記 載 の 分 割 回 収 が で き る 推 進 掘 削 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
回 転 掘 削 部 が 、 回 転 軸 に 脱 着 自 在 に 取 り 付 け ら れ る 中 央 部 と 、 中 央 部 か ら 四 方 に 伸 び 掘 削
刃 を 多 数 有 す る カ ッ タ ー ア ー ム か ら な る 構 造 で あ り 、 少 な く と も 対 向 す る ２ つ の カ ッ タ ー
ア ー ム が 前 記 中 央 部 に 脱 着 自 在 に 取 り 付 け ら れ る よ う に し た 請 求 項 １ ～ ５ い ず れ か に 記 載
の 分 割 回 収 が で き る 推 進 掘 削 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】

前 方 に 筒 状 の フ ー ド を 設 け 、 こ の フ ー ド の 前 方 に 掘 削 刃 を 有 す る 回 転 掘 削
部 を 配 置 し 、 フ ー ド が 複 数 の フ ー ド 板 の 連 結 で 分 解 可 能 に 構 成 さ れ 、 前 記 回 転 掘 削 部 も 脱
着 自 在 に 取 り 付 け ら れ 、 目 的 地 点 ま で 掘 削 し た 後 に フ ー ド と 回 転 掘 削 部 を 分 解 し 回 収 で き
る こ と を 特 徴 と す る

筒 状 の 外 殻 管 が 円 周 方 向 に 複 数 の 外 殻 部 材 を 脱 着 自 在 に 連 結 し た 構 造 に し て 外 殻 管 を 再 利
用 可 能 な 状 態 で 分 割 し 回 収 で き る よ う に し た

筒 状 の フ ー ド は 、 外 殻 管 の 前 端 部 に 設 け た 隔 壁 板 の 前 方 に 設 け 、 隔 壁 板 は 扇 状 の 面 板 を 直
線 辺 部 分 を 重 ね 合 わ せ て 連 結 し て 円 盤 状 に 形 成 さ れ る よ う に し 、 か つ 直 線 辺 部 分 を 重 ね 合
わ せ る 連 結 部 分 が 回 転 軸 用 の 開 口 を 設 け る 隔 壁 板 の 中 心 付 近 か ら 所 定 距 離 偏 心 し た 位 置 と
な る 構 造 に し た 請 求 項 １ 記 載 の



【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
か か る 課 題 を 解 決 し た 本 発 明 の 構 成 は 、
１ ） 　 筒 状 の 外 殻 管 の

分 割 回 収 が で き る 推 進 掘 削 装 置
２ ） 　

前 記 １ ） 記 載 の 分 割 回 収 が で き る 推 進
掘 削 装 置
３ ） 　

分 割 回 収 が で き る 推 進 掘 削 装 置
４ ） 　 筒 状 の 外 殻 管 が 軸 方 向 に 複 数 の 外 殻 部 材 を 脱 着 自 在 に 連 結 し た 構 造 に し て 外 殻 管 を
再 利 用 可 能 な 状 態 で 分 割 し 回 収 で き る よ う に し た 前 記 １ ） ～ ３ ） い ず れ か に 記 載 の 分 割 回
収 が で き る 推 進 掘 削 装 置
５ ） 　 外 殻 部 材 が 、 所 定 の 曲 率 で 湾 曲 し た 板 状 部 材 の 端 部 に 掘 削 機 本 体 内 部 に 向 っ て 突 出
し た フ ラ ン ジ を 有 す る 構 造 に し 、 複 数 の 外 殻 部 材 を フ ラ ン ジ 面 を 合 わ せ て ボ ル ト の 締 結 で
脱 着 自 在 に 連 結 す る よ う に し た 前 記 １ ） ～ ４ ） い ず れ か に 記 載 の 分 割 回 収 が で き る 推 進 掘
削 装 置
６ ） 　 回 転 掘 削 部 が 、 回 転 軸 に 脱 着 自 在 に 取 り 付 け ら れ る 中 央 部 と 、 中 央 部 か ら 四 方 に 伸
び 掘 削 刃 を 多 数 有 す る カ ッ タ ー ア ー ム か ら な る 構 造 で あ り 、 少 な く と も 対 向 す る ２ つ の カ
ッ タ ー ア ー ム が 前 記 中 央 部 に 脱 着 自 在 に 取 り 付 け ら れ る よ う に し た 前 記 １ ） ～ ５ ） い ず れ
か に 記 載 の 分 割 回 収 が で き る 推 進 掘 削 装 置
に あ る 。
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前 方 に 筒 状 の フ ー ド を 設 け 、 こ の フ ー ド の 前 方 に 掘 削 刃 を 有 す る 回
転 掘 削 部 を 配 置 し 、 フ ー ド が 複 数 の フ ー ド 板 の 連 結 で 分 解 可 能 に 構 成 さ れ 、 前 記 回 転 掘 削
部 も 脱 着 自 在 に 取 り 付 け ら れ 、 目 的 地 点 ま で 掘 削 し た 後 に フ ー ド と 回 転 掘 削 部 を 分 解 し 回
収 で き る こ と を 特 徴 と す る

筒 状 の 外 殻 管 が 円 周 方 向 に 複 数 の 外 殻 部 材 を 脱 着 自 在 に 連 結 し た 構 造 に し て 外 殻 管
を 再 利 用 可 能 な 状 態 で 分 割 し 回 収 で き る よ う に し た

筒 状 の フ ー ド は 、 外 殻 管 の 前 端 部 に 設 け た 隔 壁 板 の 前 方 に 設 け 、 隔 壁 板 は 扇 状 の 面
板 を 直 線 辺 部 分 を 重 ね 合 わ せ て 連 結 し て 円 盤 状 に 形 成 さ れ る よ う に し 、 か つ 直 線 辺 部 分 を
重 ね 合 わ せ る 連 結 部 分 が 回 転 軸 用 の 開 口 を 設 け る 隔 壁 板 の 中 心 付 近 か ら 所 定 距 離 偏 心 し た
位 置 と な る 構 造 に し た 前 記 １ ） 記 載 の
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